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信州大学農学部における国際交流の現状と課題

―2010年２月パネル・ディスカッションから―

平澤真由美・南 峰夫

信州大学農学部 国際交流委員会

要 約 高等教育の国際化が進む現代において，日本への外国人留学生の増加が期待されているが，信

州大学農学部への留学生は年々減少している。このような現状に鑑み，農学部における留学生を増やし，

国際交流を促進するための課題を明らかにすることを目的として，2010年２月にパネル・ディスカッショ

ン「信州大学農学部における国際交流の現状と課題」を開催した。ディスカッションには，信州大学農学

部外国人卒業生・日本人学生・地元の留学生支援者らが参加し，主に留学生受け入れ態勢の視点から討論

した。討論と質問票調査結果から，農学部が提供している留学生支援である無料日本語補講や日本人学生

によるチューター制度は有効だと評価されたが，留学生は依然として①金銭的困難，②言葉の壁，③国際

交流の希薄さ，に悩んでいることが浮き彫りになった。信州大学農学部における国際交流の現状改善とさ

らなる発展のためには，①学部内の英語化促進，②大学内外での国際交流活動のコーディネート，が必要

であると考えられる。
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１．は じ め に

グローバル化が進んだ現代では，高等教育におい

ても教育需要の拡大にともない先進国のトップ大学

を中心とした優秀な学生獲得のための世界規模の競

争が行われている 。また，日本国内においては

「全入学時代」の到来と国立大学の法人化を経て大

学間競争が激化したこともあり，大学の活力の維

持・向上と生き残り戦略の一環として大学国際化へ

の組織的な取り組みが重要になってきた 。こうし

た状況下，1983年の「留学生 10万人計画」の達成

に伴い，2008年には文部科学省が新たに「留学生30

万人計画」を打ち出し，2020年までに，これを達成

するという目標を立てた。経済協力開発機構

（OECD）（2010)によると，2008年における世界

中の留学生の総数は約330万人で年々増加傾向にあ

るが，そのうち日本へ留学するのは約４％の13万人

であり，GDPや国際貿易などにおける世界での日

本のプレゼンスと比 しても，日本の留学生受け入

れが十分ではないことを示している 。留学生の増

加のためには，カリキュラムや受け入れ態勢等の改

善が必要であることは明白である 。

信州大学は将来構想「信州大学ビジョン2015」に

おいて「国際化時代に対応した外国人留学生の受け

入れ促進」を宣言し，「信州大学国際化推進プラ

ン」を基に，「国際的な人材育成・人脈形成・異文

化理解教育の拠点となる」ことを目指している。農

学部でも日頃から留学生支援態勢強化に取り組んで

いるが，実際には信州大学全体でも農学部単体でも

留学生数は減少傾向にある（図１，２）。2008年の

信州大学外国人留学生対象のニーズ調査 は，2001

年の調査 以来依然として金銭的困難や疎外感に悩
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図１ 信州大学における外国人留学生在籍者数の推移

（2003-2009)



む留学生が多いことを浮き彫りにしており，問題を

解決しようとする各受け入れ部局の努力と意識改

革 が無ければ，留学生の増加は見込めない。

以上の背景と必然性から，信州大学農学部におけ

る国際交流の現状と今後への課題を探るために，

2010年２月20日にパネル・ディスカッションを開催

し，参加者間の情報共有と意見交換，さらに質問票

調査を行った（写真１）。

本稿は，信州大学全学部所属の留学生を対象に行

われたニーズ調査 の先行研究を基に，より

詳しい質的データから農学部独自の問題点・改善点

を明らかにすることを目的とし，さらに，この調査

で得た結果を現場へフィードバックし，農学部が組

織全体として国際化・国際交流に取り組むことを最

終目標とする。

２．調査方法

過去４回の信州大学の留学生ニーズ調査の結

果 から，留学生の意識はある程度数値化さ

れている。そこで今回は，質的研究として参加者と

観察者の双方にアプローチするトライアンギュレー

ション法 を用い，かつ，連動することにより問題

点や解決策が探りやすい以下の２つの方法を採用し

た。

2.1 フォーカス・グループ・インタビュー（パネ

ル・ディスカッション）

参加者（ここではパネリストとしてのサンプルを

指す）の具体的・経験的証拠を集めることを目的と

する。

2.1.1 ディスカッション・テーマ

今後期待される留学生増加の手がかりとすべく，

①日本および農学部の留学生の傾向，先行研

究 で指摘された②留学生が抱える金銭的困

難，③言葉の壁，④国際交流活動，を主なテーマと

した。特に佐藤（2009) が2008年に信州大学の留

学生に行ったニーズ調査で，2001年の調査 当時と

変わらず奨学金などの問題に悩む留学生が多いこと，

差別と疎外感を感じている者が存在すること，を指

摘した点を重要視し，農学部の現状を探った。

2.1.2 パネリスト（サンプル）抽出

次の属性（2010年２月20日当時）を備えることを

理由に，適切と判断された５人を選んだ。

パネリストＡ：アジア漢字圏・中国出身，信州大学

大学院農学研究科修士課程修了後，日本でグローバ

ル企業に就職，幼少期を日本で過ごしたため日本語

は第二言語。

パネリストＢ：ヨーロッパ圏・フィンランド出身，

岐阜大学大学院連合農学研究科博士課程（信州大学

配置）修了後日本で就職，日本語は上級レベル。

パネリストＣ：アジア非漢字圏・タイ出身，岐阜大

学大学院連合農学研究科博士課程（信州大学配置）
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２つ以上の調査方法や情報源から証拠を得て社会現象を調査し，

結果を照合する手法。これにより，情報の偏りによるバイアス

（偏見）を排除できる 。

図２ 農学部における外国人留学生在籍者数の推移

（1990-2010)

写真１ パネル・ディスカッションの様子
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修了後日本で就職活動中，日本語会話はほぼ支障な

いが読み・書きは困難。

パネリストＤ：日本人学生，信州大学農学部在学中，

学生サークル・リーダー，短期海外滞在経験あり，

大学寮で留学生・日本人学生と共同生活中。

パネリストＥ：信州大学農学部留学生支援の会（ロ

ータリークラブ）会員，自営の会社と自宅での外国

人研修生受け入れ経験が豊富。

なお，パネル・ディスカッションに先立ち，2010

年１月にサンプル全員に対し，①サンプルとしての

適性と特異性を確認し，②サンプルと筆者（パネ

ル・ディスカッションにおいては進行係）との間に

信頼関係をできるだけ構築し，③ディスカッション

でサンプル同士の関連ある発言を引き出しやすくす

るために，面談または電話による半構造化インタビ

ュー を行い，加えて外国人留学生／卒業生である

サンプル（パネリストＡ，Ｂ，Ｃ）には質問票調査

を行った（資料１）。質問票は和文と英文訳で提供

し，回答言語は回答者の選択によった。

2.2 自由記述式質問票調査（アンケート調査）

観察者（ここではパネル・ディスカッションの聴

衆を指す）の立場でパネル・ディスカッション参加

を通して感じたこと，意見を質問票（資料２）に無

記名で記入してもらった。

2.2.1 調査項目

質問項目は，①パネル・ディスカッションの開催

の意義とマネジメント，②「国際交流」の個人定義，

③信州大学農学部の留学生に期待すること，④農学

部における国際交流推進のための提案，を問うもの

とした。

2.2.2 調査対象者と配布および回収方法

パネル・ディスカッションの参加者約150名に入

場時に質問票を配布し，退場時にボックス回収を行

った。質問票は24名が提出し，回収率は約16％であ

った。

なお，質問票回答者の属性を問う設問は無かった

が，回答内容から教育関係者や国際交流事業関係者

であることが窺える質問票が数票含まれていた。

３．結果と考察

3.1 日本および信州大学農学部の留学生の傾向

他大学との競争に勝ち，留学生を呼び込むために

は，まずはターゲットの傾向と要求を知り，受け入

れ側として自らの魅力と足りない部分を認識する必

要がある。

2010年７月１日現在，信州大学には354名の外国

人留学生が在籍し，そのうちの31名が農学部で学ん

でいる。国籍は中国人がほぼ半数で，バングラデシ

ュ，ベトナムの順に続き，アジア圏出身者が約97％

を占めており，出身国・地域別傾向はここ数年変わ

らない（図３）。これは2009年における日本への留

学生総数約13万人のうち中国人留学生が約60％，ア

ジア圏からの留学生が全体の約92％を占める 傾向

とほぼ同じである。中国人留学生の増加傾向は出入

国管理が少し緩くなったことによると文部科学省顧

問である木村（2010)は分析している。

留学の目的は「学位取得，就職に必要な技能・知

識の習得」以外に，「国際的」な経験・人脈づく

り・考え方を身につけることにあるが，外国人留学

生が日本を留学先に選ぶ主な理由は，「日本での生

活に対する憧れ」，「日本語・日本文化の勉強」，「日

本の大学等での教育・研究内容」であり ，外国人

パネリスト３人が信州大学農学部を留学先に選んだ

理由と同じである。なかでも，ヨーロッパ出身の卒

業生パネリストＢは，欧米人にとって日本留学の魅

力は日本の伝統・文化であると主張し，信州大学農

学部が留学生を増やすには，例えば，世界的にもレ

ベルが高い日本の木材文化も一緒に学べることをア

ピールすれば良いと提案しており，日本人はこのよ

うな自分たちの持つ魅力にあまり気づいていないと

も指摘している。

日本への憧れが留学先決定の大きな理由だったと

平澤ら：信州大学農学部における国際交流の現状と課題―2010年２月パネル・ディスカッションから―

図３ 農学部における外国人留学生の国籍別在籍者

数 （2010年７月現在，計31名）
ある程度質問内容や順序があらかじめ決められているインタビ

ュー形式 。
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語ったパネリストＣはタイ出身である。国費留学生

として日本での生活・研究に経済的負担がないと事

前に決まっていたこと，さらにタイの母校と信州大

学が学術交流協定を結んでいるため便宜が図られや

すかったことも信州大学農学部を選んだ理由である

と答えている。

アジア圏出身者だけでなく，ヨーロッパからの留

学生にとっても，奨学金があることは魅力だとパネ

リストＢも語っており，留学先決定の要因は，「授

業料」と「物価」にあるとのOECDの分析 に加え，

ヨーロッパに比べて日本は大学授業料が高く，学生

支援態勢が比 的整備されていない国のひとつであ

る と指摘されていることからも，留学生に金銭的

負担をできるだけ感じさせないような受け入れ態勢

および学生支援システムを作ることが留学生の増加

に繫がると考えられる。

3.2 留学生が抱える金銭的困難

いざ来日して大学で学び始めると，今度はアルバ

イトと学業が両立できないといった困難にぶつかる

留学生は多い。2009年５月現在，日本で学ぶ約13万

人の留学生のうち約90％が私費留学生である 。信

州大学には，修士および博士課程入学前に来日し受

験準備をする「研究生」という非正規生がいるが，

正規生でないため奨学金は得られない。正規生にな

って奨学金に応募し，得ることができる留学生は信

州大学全体で2008年では約42％であり，そのため，

70％近い留学生はアルバイトをしていた 。農学部

においても奨学金受給者は2010年で約52％であり

（表１），多くの留学生がアルバイトをしており，

学業とアルバイトを両立させることが難しかったと

パネリストＣは苦労を語った。

中国出身のパネリストＡも，中国と日本の物価の

違いと，親からの援助を受けることに抵抗があると

いう祖国の文化的背景を説明し，中国からの仕送り

だけでは日本で生活するのが困難であること，その

ためアルバイトをせずに勉強に専念することが難し

い，と中国人留学生の苦しい実情を訴えた。こうし

た現状をふまえ，信州大学農学部留学生支援の会メ

ンバーであるパネリストＥは，引き続き留学生に奨

学金を通じて経済的支援をすることは勿論，支援の

会メンバーの多くが事業主であることから，アルバ

イト先のコーディネート，車を持たない留学生には

その際の送り迎えなど，できるだけ便宜を図りたい

と述べた。

3.3 言葉の壁

学業面はもちろん，生活費を稼ぐためのアルバイ

ト探しや卒業後の進路にも「言葉の壁」は立ちはだ

かる。多くの留学生は日本語能力に何らかの問題が

ある ため，信州大学は農学部も含めて留学生支援

として無料で日本語補講を提供している。来日前は

全く日本語能力がなかったパネリストＣは，日本語

はもちろん，日本文化や留学生があまりわからない

ルールも学ぶことができた，と日本語補講を高く評

価している。

中村（2001) による2000年に行われた信州大学

農学部外国人留学生の日本語能力に関する調査は，

留学生の日本語能力は不十分だが「日本語の勉強に

きているわけではないので仕方がない」とし，英語

ができれば「研究においては特に問題なし」と考え

る指導教員もいることを浮き彫りにした。しかし，

英語ができれば日本語ができなくても良いかという

と，実際には大学内の環境は「英語だけで済まされ

ない」 。本学を含め日本の大学では，掲示物，事

務手続き，授業などは基本的に日本語使用であるか

らである。

ヨーロッパ圏出身で英語も習得しているパネリス

トＢは，入学当初は英語を使っていたが，日本語を

使えるようになりたいとの思いもあり，ディスカッ

ションは日本語で行うようになったと自身の経験を

語った。それでも論文は日本以外でも読んでもらう

ために英語で書くべきだと主張した。これに対し聴

衆からも活発に意見が出され，アメリカの大学で教

鞭をとっていた聴衆のひとりは，大学というアカデ

ミックな環境ではアメリカに限らず英語が「共通

語」であり，日本の大学においても英語を第一にす

るのが良いと提案した。信州大学の元学長は，授業

表１ 農学部における外国人留学生の奨学金等受給状況（2010年７月現在)

留学生在籍者数

（人）

奨学金受給者数（人）

国費・政府派遣等 学習奨励費 民間財団等 計

31

（％）

6

（19.4）

1

（3.2）

9

（29.0）

16

（51.6）
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はできるだけ英語でして欲しいと全学部に働きかけ

ていたと発言し，信州大学農学部長も，世界へ向け

て情報発信をするためには英語の力をつけて欲しい

と，農学部における国際化のための英語化の必要性

を示唆した。

アメリカでの指導経験がある前出の参加者は，パ

ネル・ディスカッションでいろいろな立場の人たち

の意見を聴いた後，質問票調査を通して，大学院レ

ベルの学習・研究において言葉の壁をできるだけ低

くする柔軟性を持った留学生指導方法を導入するこ

とが，各国との留学生獲得競争に勝つために必須で

あると指摘した。また，それにより教育組織として

の農学部の国際化が進むとともに，農学部出身者の

国際性が涵養され，国際的な交流とキャリアも広が

ることから，こうした言語面での柔軟性を持てば，

留学生の数も，信州大学農学部の国際的知名度も増

すのではないか，と包括的な意見を寄せた。

3.4 チューター制度の有効性

言葉の壁を補うために，信州大学はチューター制

度を取り入れ，日本人学生が外国人留学生に対して

学習・生活面のサポートを，学士課程では入学後最

初の２年間，修士・博士課程では１年間行っている。

特に，来日間もない留学生の各機関での手続きや生

活を始める際の入居サポートなど，チューターの果

たす役割は大きい。中村（2001) の行った2000年

の信州大学農学部外国人留学生へのインタビュー調

査は，彼らが日本語教育を受けるにあたり，個別指

導やコンサルティングを望んでいることを示してお

り，2010年10月の農学部日本人チューター14人の実

施報告書においても，11人（78.6％）のチューター

が留学生の要望に応える形で，普段から日本語指

導・補助をしていることが報告されている。つまり，

チューター制度は留学生の言葉の壁を取り除くこと

に貢献していると考えられる。パネリストＣもチュ

ーター制度を利用したことにより，チューターを介

してより多くの日本人学生と友好関係を作るきっか

けにもなったと，チューター制度の効果を高く評価

している。

ここで注目すべきは，チューター制度は留学生だ

けに有益なのではなく，日本人学生に国際交流や海

外留学に興味を持たせ，グローバル人材に育てるこ

とも目的としていることである。しかし，日本人学

生のパネリストＤは，留学生と関わってみたいと思

っている日本人学生は大勢いると思うが，チュータ

ー制度について自分自身は知らなかったし，日本人

学生と留学生が一緒に何かをやっているということ

を見聞きすることがあまりなかったと述べ，チュー

ター制度が日本人学生には広く知られておらず，彼

らの国際性を養う機会としては限られた人にしかそ

のチャンスが与えられていない現状を指摘した。

3.5 国際交流活動

農学部在籍中の交流の実情について，外国人パネ

リスト達は自分が所属する研究室の指導教員や日本

人学生たちとは交流があり，必要なサポートを受け

ることができたが，研究室以外では日本人学生や地

元住民との接点がほとんどなく，国際交流の機会が

少ないと感じていると述べた。パネリストＤは，自

分達日本人学生が留学生を巻き込んで地域貢献をし，

相互関係を作ることで「お互いに居て欲しい存在」

になることができると良いと述べ，さらに，「何か

をして欲しい」という前に，「私に何ができるだろ

う。自分に提供できるものがあるか。」ということ

を今一度全員が考えてみる必要があると訴えた。

「国際社会全体が平和で調和ある発展を図ってい

く」ために国際交流は必要であり，教育・学術分野

における国際交流は「それぞれの分野の発展に資す

るばかりでなく，人と人との交流として相互理解を

促進し，真の友好関係を築いていくうえで重要な意

義」を有している 。かつて信州大学農学部の留学

生であったパネリストたちにとって，小学校との交

流プログラムや地元住民との交流に参加したことは

良い想い出であり，ストレスが多い留学生生活を乗

り切るためにもこうした国際交流活動は留学生にと

って大切だと語った。また，彼らだけでなくパネ

ル・ディスカッションに参加した伊那市教育関係者

や独立行政法人国際協力機構職員も，相互の文化は

もちろん国際理解推進のためにも信州大学農学部の

留学生が参加する国際交流の機会を増やして欲しい

と発言した。

国際交流には「その国の言葉と文化を理解するよ

う努めることが重要だ」との意見が外国人パネリス

トＢと外国人支援を続けるパネリストＥから出され

た。一方，言語能力にかかわらず，まずは「相手に

話しかけること・相手に通じるように話すこと」が

コミュニケーションの始まりであると，ある聴衆は

交流のきっかけ作りの大切さを訴えた。

このように活発な意見交換がなされたパネル・デ

ィスカッションを終え，回収された質問票を集計す

ると，過半数の聴衆が留学生に対して同じ思いを抱

いてディスカッションに参加していたことが明らか
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となった。それは，「学業を修めることはもちろん，

それ以外にも地元との交流に積極的に参加して日本

文化の理解に努め，卒業後は自国の人々の日本文化

への理解や平和的関係の促進に尽力して欲しい」と

いうものであり，まさに「国際社会全体の平和で調

和ある発展」のために信州大学農学部留学生が期待

されていることを示すものであった。

４．今後への課題

今回の調査を通じて，信州大学農学部における国

際交流はまだ十分とは言い難いことが明らかになっ

た。一方で，パネル・ディスカッションに参加し質

問票に答えた人の半数（24人中12人）が「国際交流

は今後の日本人に必要なテーマである」と述べてい

ることから，今回のような多種多様な人々との意見

交換・情報共有の機会を信州大学農学部が設けたこ

とは，国際交流活動のひとつとして評価されたと考

える。

国際化が進む現代の日本社会においては，教育現

場にも国際化のプレッシャーがかかっている。信州

大学農学部における国際交流の現状に対し，今回の

調査で得られた今後への課題は次の通りである。こ

れらを現場へフィードバックし，早期に検討・対応

を図ることが望ましい。

4.1 国際化を進めるための学部内英語化（多言語

化）の促進

国際化の重要性とその全学的な推進の必要性が多

くの大学で認識され，「英語による科目・プログラ

ムの開設」，「学内文書・情報提供の多言語化」が大

学の国際化には必至であると言われている 。信州

大学には国際化に向けた教育プログラム整備として

英語カリキュラムを備えている学部もあるが，農学

部ではまだ完全に整備されていない。パネル・ディ

スカッションでは大学内での英語使用を促進すべき

との意見が出され，質問票調査の回答でも受け入れ

側の英語力の問題を解決する必要があると指摘され

た。こうした大学国際化要求に応えるためには，農

学部において①インターナショナル・コースの設置，

②国際交流事業を担当する専任教職員の配置（特に，

外国人留学生に女性が多いことから，女性教職員の

増員と留学生に対するケアの質の向上），が必要で

あり，留学生獲得戦略として重要である。

4.2 大学内外での国際交流活動のコーディネート

せっかく日本語が使えるようになっても，実際に

日本人と満足な「交流」があると感じている留学生

は少なく，彼らはより多くの交流の機会を望んでい

る。そのため，日本人学生と外国人学生のための交

流ルームの設置も農学部における国際交流活動を促

進するために必要と考えられる。また，今回の調査

から，留学生だけでなく学外の地元団体・住民も国

際交流の機会を持ちたいと考えており，信州大学農

学部がそれぞれを繫ぐコーディネーターになるよう

期待されていることが明らかになった。「信州大学

農学部に30人余もの外国人留学生がいることを知ら

なかった」，「今回のパネル・ディスカッションのよ

うに一般の地元住民が大学内で交流を持つ機会は貴

重」との声が質問票を介して寄せられており，国際

交流に関わる広報活動がまだ不十分であると考えら

れる。地元団体・住民からの奨学金や支援は，信州

大学農学部や留学生に対する理解や信頼から得られ

るものであり，それらは学内外での交流活動を通じ

て培われるものであることを忘れてはならない。
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Agriculture, Shinshu University:Panel Discussion and Feedback from Audience-
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Summary
 

Amidst the progression of internationalization,Japan expects an increase in the number of interna-

tional students although the number of international students in the Faculty of Agriculture at Shinshu
 

University has been decreasing.The Faculty held a panel discussion and conducted a survey of interna-

tional students/graduates,a Japanese student of the Faculty,and local people in order to find the problems
 

that international students tend to face and their possible solutions.Since language barrier limits interna-

tional students’communication with Japanese students and local people,it is suggested that the Faculty
 

should become a bridge between international students and Japanese people through international
 

exchange and that internationalization of academic language on campus is inevitable.

Key word:language barrier,international exchange,international student,internationalization
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資料１ 外国人留学生パネリストへの質問票
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資料２ パネル・ディスカッション参加者への質問票
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